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、
武
春
・
雨
水
・瞥
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・
春
分
前
明
・穀
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・立
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・

小
諸
・さ
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E主
・小
暑
・大
器

-I
秩
・越川
帯
・
自
g
・

秋
分
・叩都銀
・新
降
・
立
冬
・
小
零
・大
3
・冬
-P
・小
怨
・

大
容
の
二
十
四
節
季
及
び
各
節
季
の
中
間
に
於
い

て
、

一
年
四
十
入
回
の
伸
縮
を
尽
さ
し
め
る
。
即
ち

冬
烹
前
四
日
目
か
ら
は
冬
去
の
刻
法
を
用
ひ
、
冬
至

後
四
日
目
か
ら
冬
堅
・
小
抽
出
聞
の
刻
法
に
従
ひ
、
小

怨
前
四
日
目
か
ら
は
小
怨
の
刻
法
に
従
ふ
の
類
で
あ

る
。
今
冬
主
・
春
秋
分
・夏
至
の
三
節
季
に
於
け
る

一

日
巾
の
刻
分
と
反
と
や
日掛
げ
れ
ば
左
の
如
く
で
あ

る。
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制
宇
一
不
仰
な
り
と
し
て
、
依
時
を
隠
し
、
持
夜
を
各

十
二
川
と
し
、
そ
の
何
こ
を
一
反
と
し
す
る
法
を
初

め
、
之
そ
正
問
刻
と
糾
し
た
。
但
し
そ
の
総
と
夜
と

は
向
日
出
日
淡
に
よ
ら
ず
、
一
掃
命
に
依
っ
て
冬
革
、-に

於
い
て
郡
五
十
刻
夜
抗
十
刻
と
す
る
円
以
留
の
抽
出
法
に

則
っ
た
か
ら
、
山
叩
に
十
=
一
剖
を
十
二
制
に
改
め
、
午

刻
を
日
巾
に
、
子
刻
や
夜
牢
に
一
致
せ
し
め
た
に
過

ぎ
ず
、

一
年
間
十
八
回
に
崎
医
を
鋭
ず
る
こ
と
も
向

白
に
依
っ
た
の
で
あ
る
。
十
二
刑
法
は
、
文
政
六
年

八
月
凶
日
朝
六
つ
か
ら
れ
附
し
た
が
、
時
人
は
之
を

話
ば
な
か
っ
た
の
で
、
持
院
の
卒
後
七
年
十
ご
且
廿

八
日
か
ら
ま
た
も
と
の
十
三
別
に
復
し
た
。

会
一
)
西
洋
時
法

l
凶
治
二
年
部
月
八
日
か
ら
、
山部侯

前
川
何
回
山
Md

は
、
西
洋
の
時
辰
法
に
従
う
て
、
午
前
・
午

後
任
一
閃
か
ら
十
二
時
に
辛
-る
ま
で
に
凪
分
す
る
こ

と
L
し
た
。

『
時
』
は
初
め
多
く
『
字
』
の
文
字
そ
用

ひ
、
明
治
三
年
の
頃
は
向
子
と
時
と
の
文
字
育
協
同

し
た
。
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前
記
刻
分
秒
と
い
ふ
は
、

一
日
を
百
刻
と
し
、

一一刻

を
百
分
と
し
、

一
分
を
百
秒
と
す
る
も
の
で
、
夜
牢

零
刻
か
ら
倣
へ
初
め
る
。
日
出
と
日
入
と
は
太
陽
の

中
心
が
水
平
線
交
出
入
す
る
刻
分
で
、
日
入
刻
分
か

ら
日
出
刻
分
を
減
じ
た
も
の
J
T
日
出
入
段
刻
分
と

し
、
日
出
刻
分
か
ら
日
入
刻
分
を
減
じ
た
も
の
た
日

入
問
夜
刻
分
と
す
る
。
飽
L
後
者
に
在
つ
て
は
、
夜

牢
の
容
刻
を
泊
ぐ
る
が
放
に
、
日
間
刻
分
に
百
刻
を

加

へ
た
後
、
日
入
刻
分
を
減
ず
る
の
で
あ
る
。
文
民

と
は
太
陽
の
水
平
線
下
二
=
度
凹
十
一
分
去
十
秒

(
こ
の
分
秒
は
六
十
分
法
に
於
い
て
U

の
位
山
口
に
あ
る

時
を
指
し
、
昏
J
b
亦
日
明
世
後
間
的
肌
也
に
在
弔
昨
今
」
い

ふ
。
放
に
昏
刻
分
か
ら
長
刻
分
を
減
じ
た
も
の
は
段

四
百
閉
山
刻
分
で
、羽
タ
の
糾
明
そ
も
含
む
も
の
で
あ
り
、

円
以
刻
分
に
一
白
剃
を
加
へ
て
昏
刻
分
常
減
ず
る
と
き
は

昏
良
夜
刻
分
で
あ
る
。
怠
宇
医
法
は
日
以
昏
態
別
分
を

十
三
除
し
た
他
で
、
円
院
大
つ
以
後
担
牢
医
訟
の
二
怖

を
加
へ
て
、
順
次
に

去
っ
・
四
つ
・
九
つ

・八
つ

・
七

つ
・除
を
得
、
除
に
岱
牢
反
法
を
加
へ
た
も
の
は
昏

六
ヲ
で
あ
る
。
昏
六
つ
以
後
夜
中
十
民
法
の
一

一倍
そ
加

へ
て
、
順
次
に
抗
つ

・四
つ

・
九
つ
・
入
つ

・
七
つ
・
除

を
得
、
除
に
夜
牢
医
法
を
加
へ
て
政
六
っ
と
す
る
。

か
く
の
如
く
良
昏
聞
及
び
昏
日
目
聞
を
各
十
三
分
し
た

も
の
を
宇
医
と
す
る
が
般
に
、
之
を
十
三
例
の
訟
と

い
ふ
の
で
あ
る
o
し
か
し
、
か
号
し
た
制
方
は
後
に

遠
藤
高
却
が
推
算
し
、
文
政
入
年
況
且
六
日
以
降
之

に
依
っ
た
も
の
で
、
古
来
氏
際
時
節
官
報
ず
る
に

は
、
銃
椛
足
般
の
家
仰
の
法
に
銭
っ
た
の
で
あ
る
。
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l
文
政
六
年
前

m
m院
の
別
に
竹
神
御

殿
に
時
釘
を
m
む
い
た
時
、
越
藤
高
搬
は
従
来
の
十
三
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時
劉
法
比
較
一
加
。

訟
際
高
知
話
。
初
め
加
料
品
絡
は
一
日
J
l
三
川
の
訟
を

周
ひ
た
が
、一
日
間
慨
は
十
二
測
の
法
青
研
究
し
た
。
こ

の
お
は
そ
の
新
都
二
法
そ
比
脱
し
た
も
の
で
あ
る
。

ト
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徳
雲
寺

鹿
島
都
三
階
(
今
西
三

階
〉
に
在
っ
て
、
山
国
制
宗
に
回
す
る
。
正
長
三
年
聖

路
樹
興
こ
九
一
脅
刑
制
咋
榔
徳

mに
起
し
、
得
問
氏
の
vuu

提
前
で
あ
っ
た
が
、
民
治
元
年
七
倍
に
移
り
、
後
安

永
三
年
間
芯
眼
寺
の
術
協
梅
院
を
中
興
と
し
て
、
真
に

之
を
今
の
地
に
騨
ぜ
し
め
た
。

ト
h
y
Z
イ
ジ

徳
鎚
寺

金
抑
新
昭
出
町
に
在
っ
て
、

環
宗
東
波
に
回
す
る
。
初
め
之
そ
茶
屋
町
に
建
て
、

元
利
七
年
今
の
地
に
移
っ
た
と
い
ふ
。
俗
に
土
渡
御

坊
と
抑
制
す
る
。
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得
江
季
員

逝
冊
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石
王
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五
八
八

タ
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八
郎
次
郎
。
九
郎
組
員
の
子
で
あ
ら
う
。
羽
岡
部
志

雄
保
の
領
主
で
あ
っ
た
。
疋
平
百
年
(
悦
郎
元
〉
幼
な

る
を
以
て
長
野
彦
抗
郎
季
氾
宇
一
陣
代
と
し
て
、
守
謎

桃
井
兵
部
大
輪
義
制
に
従
う
て
、
越
中
の
敵
桃
訓
兵

隊
助
直
信
と
械
は
し
め
、
設
正
平
六
年
(
制
限
二
、正

月
十
一
日
義
則
聞
か
ら
感
紋
を
受
け
、
同
年
七
入
且
に

は
長
野
左
衛
門
四
郎
光
需
を
訟
は
し
て
、
足
利
隼
氏
・

義
品
川
の
抵
に
従
は
し
め
、
同
年
九
且
叉
長
野
彦
三
郎

家
光
を
出
し
て
守
泌
吉
見
三
河
守
氏
額
の
山
閥
均
偲
一ニ

引
保
赤
脱
寺
に
後
結
せ
し
め
た
。
後
正
平
サ
凶
年

(
邸
安
二
〉
十
二
且
得
江
入
郎
次
郎
季
員
の
軍
山
山
伏
に

は
、
四
且
廿
入
日
か
ら
六
月
一
日
ま
で
、
能
号
都
城

に
於
い
て
自
ら
吉
見
伊
抽
出
人
道
樹
山
間
に
印
刷
し
て
椛

ひ
、
八
且
古
口
見
氏
頼
の
下
向
そ
迎
へ
、
吉
見
左
府
助

に
回
し
て
、
加
到
平
岡
野
・
骨
山
版
・大
賢
・
宇
多
須
山
・

松
川
帆
に
敵
そ
討
ち
、
次
い
で
越
中
に
郭
賊
し
た
こ
と

を
縦
せ
て
ゐ
る
。
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得
江
交
番

汲
古
北
徴
録
。

ト
ク
エ
ヨ
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カ
ズ

得
江
頼
員
九
郎
。
能
鷲
の

士
。
輿
凶
元
年
(
賂
他
三
〉
入
月
守
殺
吉
見
大
城
大
輔

駅
降
に
関
し
て
、
宮
方
の
士
制
時
能
の
出
回
っ
た
越
附

三
閥
淡
千
手
寺
城
を
、
イ
月
削
城
及
び
糸
梢
械
を
陥

れ
て
名
を
成
し
、
二
年
(
陪
剛
山四
〉
三
且
宮
方
か
ら
誘

は
れ
た
が
郎
じ
な
か
っ
た
。
次
い
で
六
年
(
牒
永
田
)

八
月
得
江
九
郎
額
氏
の
軍
忠
欣
に
、
同
年
三
月
頼
降

に
邸
し
て
、
越
申
の
引
上
宮
内
掛
川
少
翰
佼
泊
そ
討
つ

お
窺
向
L
、
所
々
に
刺
戟
し
た
と
い
ひ
、

E
平
元
年

〈
貞
和
ご
)
五
且
同
宣
忠
吠
に
は
、
士
口
見
扮
部
助
氏
頼

に
従
う
て
、
卦
上
佼
刊
川
等
の
操
っ
た
刑
制
咋
榔
hn
出
来
院

木
尾
獄
械
を
攻
め
、
五
月
四
日
之
を
陥
れ
た
こ
と
を

載
せ
る
。
こ
の
年
(
白
血
二
)
四
月
額
民
は
ま
た
宮
方

か
ら
招
か
れ
て
ゐ
る
。
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